
看護職員負担軽減計画（2026年度目標）
看護職員と他職種との役割分担に伴う計画

達成状況 達成状況

病棟での対応 病棟での電話対応
病棟でのカルテ製本
病棟での窓口対応

午後から事務職員を派遣し、看
護師の入力業務の補助を行う

出来ていない。 医師事務作業補助者の人員の増
員を目指す。

・医師事務作業補助者の増員、教育

病棟での対応 ・病棟でのカルテ製本、窓
口、電話対応は、3-3、3-
4はほぼ出来ている。
・入院他科受診受付は、3-
3、3-4はほぼ出来てい
る。

・医師事務作業補助者の病棟配置を目
指す

入院案内（手続き） 入院案内 ・引きつづき事務員が入院案内
を行う。

100% ・引きつづき夜間を含めて事務
員が入院案内を行う。

外来問診業務 患者さまの事前問診内容を
電子カルテに記載している

システムの構築、導入

薬剤管理（入院） 持参薬セットについては一
部のみ薬剤師が行なってい
る。

引き続き、持参薬セットが早く
できるよう持参薬確認を早く行
う。時間内であれば、薬剤師が
持参薬のセットを行う。

持参薬は必ず確認はしている。
セットは85％程度は行ってい
る。時間内に持参薬処方せんは
発行して、セットを薬剤師が必
ず行っている。

引き続き、持参薬セットが早く
できるよう持参薬確認を早く行
う。時間内であれば、薬剤師が
持参薬のセットを行う。

・薬剤師の増員
・看護師との連携

混注業務（入院） 抗癌剤、TPNの混注は薬剤
師がしている。
それ以外の混注は看護師が
している。

引き続き必要なコメントは入れ
ていく。引き続き、土曜日の
TPNの混注も続けていく。

必要なコメントの記載はもれな
く行っている。
土曜日のＴＰＮも薬剤部で混注
している。

引き続き必要なコメントは入れ
ていく。引き続き、土曜日の
TPNの混注も続けていく。

・薬剤師の増員
・マニュアル・手順書の整備

退院時薬について 薬剤師不在時間帯における
退院時薬の渡薬について

継続して行う。不在時間帯以外
の渡薬1００％。不在時間帯
も、看護師負担軽減のためにわ
かるようにしていきたい。

不在時間帯でも掲示板に記載す
るなど、どのように渡すかをわ
かるようにしている。不在時間
帯以外の渡薬についてはほぼ１
００％行っている。

継続して行う。不在時間帯以外
の渡薬1００％。不在時間帯
も、看護師負担軽減のためにわ
かるようにしていきたい。

・薬剤師の増員

手術・検査目的の入院
患者の中止薬の確認に
ついて

入院前面談を実施してい
る。

手術延期がないよう、依頼があ
れば１００％入院前面談に介入
したい。

依頼がある面談については漏れ
なく行っている。連絡トラブル
によりできなかった面談が数件
あった。中止薬の止められな
かった件数は0件

手術延期がないよう、依頼があ
れば１００％入院前面談に介入
したい。

・薬剤師の増員

夜間（薬剤師不在時間
帯）の投薬について

看護師と医師のダブル
チェックにて薬剤を交付し
ている。

夜間配置薬庫からの払い出し薬
剤の間違いを０にする。

夜間配置薬を整理した。０では
なかったが、取り出し間違いも
ほとんどなかった。

引き続き、夜間配置薬について
整理を行い、間違いが起こらな
いように注意喚起する。

リハビリテーショ
ン科

送迎の強化 入院患者送迎について 引き続き入院患者の送迎を実施
する

入院患者の送迎を実施した 引き続き入院患者の送迎を実施
する

診療情報管理室 電子カルテの充実を図
る。

電子カルテを平成29年度に
導入した。

電子カルテの更新時に勤怠割り
システムの変更予定であり導入
支援を行う。

電子カルテ導入時に勤怠割シス
テムの変更の支援を行った。

テンプレートや様式作成を行い
医療安全と看護業務の支援を行
なう。

他職種との打ち合わせを蜜に行う

2025年度の目標 2026年度の目標
部署

事務部

薬剤部

目標達成のために必要な事項項目 現状の取り組み



達成状況 達成状況

放射線科検査の薬剤や
器材準備

放射線科検査の準備と後処
理の補助をおこなう。

放射線科検査の準備と後処理の
補助をおこなう。

放射線科検査の知識を深め、器材や薬
剤の保管場所を把握する。

看護職員不足に対する
放射線科造影CT・MR
検査のルート確保・後
処置の協力

複数検査対応時に看護職員
不足で中央処置室に応援要
請している。

造影CT・MR検査のルート確
保・後処置の協力にて看護職員
の負担を軽減する。

造影CT・MR検査のルート確保
はほぼ全員が資格を獲得した。
後処置の協力にて看護職員の負
担を軽減する。

造影CT・MR検査のルート確
保・後処置の協力にて看護職員
の負担を軽減する（夜勤含
む）。

タスクシフトと院内研修で得た知識を
活用し造影ルート確保・後処置に対応
する。

看護職員不足に対する
放射線科検査の送迎協
力

外来は看護職員不足だが放
射線科は応援さえできてい
ない。

外来の看護職員不足に対し放射
線科も応援要請に協力し負担を
軽減する。

整形外科や救急など自力移動不
可の患者の送迎を行いました。

外来の看護職員不足に対し放射
線科も応援要請に協力し負担を
軽減する。

応援要請内容の確認と状況伝達を受け
責任を持って協力を行う。

エコー検査などの患者
情報の修正

当科で画像を確認してもら
い、修正を行う

当科で画像を確認してもらい、
修正を行う

SDSManagerにて対応する

心電図検査、超音波検
査等、内科・病棟の
ベッドサイドでの検査
依頼に対応

引き続き、移動困難な患者
について、積極的にベッド
サイドで実施する。

引き続き、移動困難な患者には
ポータブルでの検査を実施す
る。

100%対応 引き続き、移動困難な患者には
ポータブルでの検査を実施す
る。

検査機器の充実と技師増員

静脈採血、尿素呼気試験、NO
ガス、鼻腔通気度検査等処置室
業務の実施。

静脈採血業務に関しては、健診
時採血業務を担当

静脈採血、尿素呼気試験、NO
ガス、鼻腔通気度検査等処置室
業務の実施。

技師増員

看護師不足に対する、処置室採
血の応援。タスク・シフトの実
施。

要請があれば100%対応 看護師不足に対する、処置室採
血の応援。タスク・シフトの実
施。

技師増員

外来健診業務をすべて担当 外来看護師の担っていた健診業
務をすべて担当

技師・健診事務員増員

オンコール体制による
夜間･昼間の人工呼吸器
装着

担当医又は病棟よりオン
コールにて対応。又は電話
による対応

待機体制の確立。 技士の待機体制は確立されてい
ません。緊急時はオンコールで
電話対応している。現場対応が
必要な時は多少到着にロスがで
る

待機体制の確立。 ・臨床工学技士確保を目指す

オンコール体制による
夜間･昼間の透析・血液
浄化療法の対応

担当医又は病棟よりオン
コールにて対応。又は電話
による対応

待機体制の確立。病室での治療
はCE2名で対応。

技士の待機体制は確立されてい
ません。夜間・休日はＣＥ１名
で対応。病室での治療時は最低
CE1名常駐し、適宜交代してい
る。

待機体制の確立。病室での治療
はCE2名で対応。

・臨床工学技士確保を目指す

地域連携室 地域の医療機関との連
携

予約、各種調整時の協力
（患者への説明、地域連携
室の方から外来、病棟へ出
向く）
入院・転院予約時の外来サ
マリーの記入。
他院予約票等の電子カルテ
への取り込み。
処方等各種問い合わせ。
地図の準備。
びわこあさがおネット同意
書取得時のサポート。

・予約調整時の状況に応じて患
者さまへの説明を実施。
・入院・転院時の外来サマリー
の記入をする。
・他医療機関への各種問い合わ
せをスムーズに行う。
・各種調整時、状況に応じて地
連の方から外来、病棟に出向
く。
・予約の取り方等。事前にルー
ル作りや見直しを行い看護師の
負担軽減に努める。
・びわこあさがおネット同意書
取得時のサポートを行う。

・予約調整時状況に応じて患者
さまへの説明を行った。
・入・転院時外来サマリーの記
入を行った。
・各種問い合わせをスムーズに
行った。
・各種調整時、状況に応じて地
連の方から外来・病棟に出向き
調整を行った。
・予約の取り方について看護師
の負担軽減につながるよう必要
に応じ見直しを行い地連で代わ
りにできるものは行った。
・びわこあさがおネットのサ
ポートを行った。

・予約調整時の状況に応じて患
者さまへの説明を実施。
・入院・転院時の外来サマリー
の記入をする。
・他医療機関への各種問い合わ
せをスムーズに行う。
・各種調整時、状況に応じて地
連の方から外来、病棟に出向
く。
・予約の取り方等。事前にルー
ル作りや見直しを行い看護師の
負担軽減に努める。
・びわこあさがおネット同意書
取得時のサポートを行う。

看護職員との情報共有及び連携

2025年度の目標 2026年度の目標
部署

放射線科

臨床検査科

現状の取り組み

臨床工学科

目標達成のために必要な事項項目



達成状況 達成状況

看護師の離職率の低下
看護師の採用人数の増
加

看護師離職は、年間を通じ
ての離職があった。
コロナが５類になったこと
で見学会を毎月開催に変更
したており、見学から採用
につながっているケースは
多い。

採用ツールの利用や離職防止の
ための取り組みを検討する

有料のネット媒体の利用や大手
求人サイトを利用しての募集、
個別に丁寧な対応をすることで
採用に繋がっている。

採用ツールの利用や離職防止の
ための取り組みを検討する

・看護師および看護補助者、奨学生の
確保
・有休休暇を取得しやすい環境づくり

多様な働き方への対応 育児休業や復帰後の制度
は、パンフレットを作成し
て、休業前に周知している
ため、ほぼ浸透した。法改
正が行われる都度、情報発
信は行っている。最近は男
性の育児休業取得者が増え
ている。

各種制度の見直しや定期的な制
度周知、利用できる制度の情報
発信を行う
・ならし保育
・３歳までの子を持つ職員の短
時間勤務の実施
・夜勤免除
・介護休業
・時差出勤勤務

育児休業復帰者はほぼならし保
育を行っており、制度は浸透し
ている。今後も多様な働き方を
選択できるよう、定期的な情報
発信を行っている

各種制度の見直しや定期的な制
度周知、利用できる制度の情報
発信を行う
・ならし保育
・３歳までの子を持つ職員の短
時間勤務の実施
・夜勤免除
・介護休業
・時差出勤勤務

・制度周知の為の情報発信

遠隔モニタリング
（CPAP)解析サポート

出来るだけ2～3名のうち、
1名で対応している。業務
が重なると患者を待たすこ
とになるのでメーカーに依

トラブルの対応 トラブル時は適宜対応している

血液浄化センターサ
ポート
火・木・土曜日　2
クール開設

より一層のサポート（穿
刺、開始、返血、管理
等）。

2クール実施中。ＣＥ3～4名で
対応している。火、木、土曜
日、祝日は居残りで対応してい
る。

Ns1名退職に伴い、平日のCE
の居残り人数割合を増員。Nsの
みが実施していた配薬業務をCE
も分担

2025年度同様にサポート実施 より一層のサポート（穿刺、開始、返
血、管理等）。人数確保のため（CE)

気管支鏡（病棟）を工
学室で管理する。

工学室→病棟→内視鏡セン
ターで消毒洗浄。備品は中
材で消毒。洗浄後、工学室
へ返却。部品定数チェッ
ク。

トラブル対応はしている。管理
も出来ている。

継続して実施している 継続して管理を行う その時々でCEが対応する。担当を決
めてる。

内視鏡センター勤務 昨年8月から介入。機器管
理、デバイスの介助。看護
業務サポート

内視鏡カメラ・機器管理。デバ
イスの介助。ERCPデバイスの
介助かできる。Data入力。電カ
ル入力・環境整備サポート。

継続して実施している 内視鏡カメラ・機器管理。デバ
イスの介助。ERCPデバイスの
介助かできる。Data入力。電カ
ル入力・環境整備サポート。

CE5名にて対応。5人中あと2～３名
は経験を増やしていく。

ベッドサイドモニター
の点検

使用後は必ず工学科に戻
す。点検後は工学技士が各
病棟へ配置しに行く。

終業点検】実施（全台） 継続して実施している 終業点検実施（全台） 終業点検は続行

看護部 外来看護師による入院
情報の聞き取りと入力

病棟看護師の負担軽減及び
入院患者の指示の治療やケ
アに速やかに入れるように
外来で情報入力をサポート

外来でのアナムネ看護プロファ
イル情報などの聞き取りと入力
を継続

眼科、歯科の予約入院に関して
は、外来での基本情報入力が実
施されている。当日入院につい
ても、可能な範囲での情報入力
が実施されており入院後速やか
な治療やケアに繋がっている。

外来看護師による、入院患者の
入院の経緯や看護プロファイル
情報等の聞き取りや入力を実施
する

外来看護師数の維持と協力

看護部 看護師の業務量の調整 ・病棟等の状況に応じた、
応援体制の確保
・看護補助者の夜間配置
・夜勤者のマスクをオレン
ジに変更し、他者が勤務帯
の区別ができる工夫

看護間での必要な部署への応援
体制の実施、必要な部署での看
護補助者の夜間配置、時間内で
業務を終えるためのマスクによ
る工夫を実践することで、業務
量を調整し看護師の負担軽減を
図る

必要な部署への応援体制や看護
補助者の夜間配置、マスクによ
る勤務時間の区別を実施するこ
とで業務量を調整し看護師の負
担軽減を図ることができた。

看護間での必要な部署への応援
体制の実施、必要な部署での看
護補助者の夜間配置、時間内で
業務を終えるためのマスクによ
る工夫を実践することで、業務
量を調整し看護師の負担軽減を
図る

看護部 看護職の人材確保 看護学生、看護師、准看護
師、ケアワーカーのための
見学説明会の実施。看護の
魅力発信活動（中学校出前
講和、中学・高校生の職場
体験受け入れ）就職説明会
への参加

継続、見学説明会は毎月実施
（1回／月）看護学生、看護
師、准看護師、ケアワーカーの
ための見学説明会の実施。看護
の魅力発信活動（中学校出前講
和、中学・高校生の職場体験受
け入れ）就職説明会への参加
湖東圏域における、4病院看護
部長会による地域に定着するた
めの取り組みを計画・実施す
る。

看護職員の人材確保のために、
様々な求人活動に取り組んだ。
2025年度は中途採用者11名、
奨学生2名の確保に繋がった。
退職者もあり充足には至らな
かった。
看護の魅力発信活動は、様々な
機会や活動を通して実施でき
た。

見学説明会は毎月実施（1回／
月）看護学生、看護師、准看護
師、ケアワーカーのための見学
説明会の実施。看護の魅力発信
活動（中学校出前講和、中学・
高校生の職場体験受け入れ）就
職説明会への参加　湖東圏域に
おける、4病院看護部長会によ
る地域に定着するための取り組
みを計画・実施継続する。また
離職防止にも取り組んでいく。

採用広報など管理課と連携する（ホー
ムページ、マイナビ等）。
採用につながる活動を目指す。
働きやすい職場環境の整備

2025年度の目標 2026年度の目標
現状の取り組み部署

管理課

臨床工学科

目標達成のために必要な事項項目



達成状況 達成状況

病棟対応 電話対応
患者、家族への対応
見守り対応（患者不穏時）

電話対応
患者、家族への対応
見守り対応（患者不穏時）

病棟での電話、患者、家族への
対応、見守り対応を行った

電話対応
患者、家族への対応
見守り対応（患者不穏時）

看護職員との密な情報共有と連携

移送調整 介護タクシーや民間救急の
手配を行っている。

介護タクシーや民間救急の手配
を行っている。

転院等の患者移送調整を行った 介護タクシーや民間救急の手配
を行う。

看護職員との密な情報共有と連携

患者、家族への説明 外来、入院の患者、家族へ
必要時に説明を行ってい
る。

外来、入院の患者、家族へ必要
時に説明を行っている。

看護師からの連絡があれば、出
来る限り早急に対応した

外来、入院の患者、家族へ必要
時に説明を行う。

看護職員との密な情報共有と連携

救急対応 救急来院患者のうち、背景
が複雑な場合には一緒に対
応を行っている。

救急来院患者のうち、背景が複
雑な場合には一緒に対応を行っ
ている。

看護師からの連絡に出来る限り
早急に対応、患者背景を確認し
必要な関係機関と連携を行っ
た。

救急来院患者のうち、背景が複
雑な場合には一緒に対応を行い
看護師の負担を軽減する。

看護職員との密な情報共有と連携

記録 カンファレンスの内容を電
子カルテに入力している。

カンファレンスの内容を電子カ
ルテに入力している。

カンファレンス内容の電子カル
テ入力を行った

カンファレンスの内容を電子カ
ルテに入力し看護師の負担を軽
減する。

電子カルテの充足

食物アレルギー及び嗜
好調査

食物アレルギーの程度や嗜
好で食べられないものがあ
る時の聞き取りを実施、対
応している。

情報を集約し、不十分事項につ
いては聞き取り、電子カルテ入
力、チェック確認をおこなう。

実施 アレルギーの程度について詳細
を聞き取り、必要な対応となる
よう電子カルテ入力、チェック
確認をおこなう。

情報収集
情報共有（資料・マニュアル作成、配
布）

食事形態、付加食など
食事変更の相談

患者の摂取状況を見て変更
の相談があった場合、量や
種類などについて提案して
いる。

情報収集、多職種との連携によ
り、適切な栄養管理に向け提案
をおこなう。

実施 情報収集、多職種との連携によ
り、適切な栄養管理に向け提案
をおこなう。

情報収集、情報共有

2025年度の目標 2026年度の目標

医療福祉相談室

現状の取り組み部署 目標達成のために必要な事項

栄養科

項目


